
１.回答者について

（１）属性 単位：名

大学職員（会員大学） 27

大学教員（会員大学） 0

大学職員（非会員大学） 1

大学教員（非会員大学） 0

28

２.本サロン全般について

（１）本サロンを知ったきっかけ（複数回答可） 単位：件

大学コンソーシアム大阪HP（SNS含む） 2

大学コンソーシアム大阪からの案内 9

チラシ 1

所属先からの案内 11

tulip-ML（メーリングリスト） 5

ぼっちゃんメーリングリスト 2

その他 3

その他：同僚・先輩職員からの紹介、推進委員（として携わっているため）

（２）参加理由（複数回答可） 単位：件

上司・所属先からの勧め 3

テーマに興味・関心があったため 26

テーマに関する学びを深めるため 18

自身の業務に必要なため 9

他大学の教職員との交流や意見交換のため 4

2025（令和７）年度　第２回　サロン・ド・大学コンソーシアム大阪
生成AIを「頼れるパートナー」に！大学職員のための生成AI活用・習慣化講座

ー基礎の復習から実践ノウハウまでー

参加者アンケート集計結果

回答者数28名/参加者数32名　回収率87.5％
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（３）内容の理解度 単位：名

十分に理解できた 14

理解できた 14

ある程度理解できた 0

あまり理解できなかった 0

28

（４）サロンの内容について 単位：名

内容について満足しているか

講師の説明はわかりやすかったか

提示された資料はわかりやすかったか

必要な知識を身につけることができたか

他大学の教職員と交流を深めることができたか

（５）開催時期・時間について 単位：名

適切だった 24

他の曜日・時間帯が望ましい 4
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（６）本サロンに参加して良かったと思われる点

（７）本サロンをより良いものとするための提案

・今回は講演がメインだったが、参加者同士で軽くディスカッションする場があってもよかった。

（８）上記以外の感想や意見

（９）今後、本サロンで取り上げてほしいテーマ

・同テーマ（定期的に、または複数回開催してほしい）（他１名）

・Copilotを実務で活用する方法（業務ではCopilotを使用する機会のほうが多いため）

・内部質保証、IR、私立大学対象の補助金業務関係、寄付制度、ｱｶﾃﾞﾐｯｸｱﾄﾞﾊﾞｲｼﾞﾝｸﾞ、大学の歴史（学制）、大学財務論（入門編的なもの）

・所属大学での人材育成について

・講師の話で実際の自分の業務への想像が深まった。

・AIの仕組みから教授いただいたことがありがたかった。

・参加者の方との交流を通じて、他大学の生成AI活用について情報を収集することができた。

・初めての参加だったが、刺激になった。

・大学職員として身につけておくべきAI活用力の身につけ方を知るきっかけを得ることができた。

・オンライン開催とのハイブリッド方式があってもよいのではないか。

・部署ごとの情報交換会のような機会もあるとよい。

・具体的な事例を紹介いただき、実践の機会もあったので理解が深まりやすかった。（他２名）

・生成AIに関して、自分が把握できていない新しい情報（ツール）や知識を知ることができた。（他１名）

・大学内の研修やマニュアルだけでは得られない学びがあった。

・他大学の生成AI導入事例・導入にあたって苦労した点など

・寄付金募集や資産運用の施策、留学生教育など

・障がい学生への配慮について（対応事例など）

・講師の方からの説明がとても分かりやすかった。

・学内研修を検討しており、進め方も含めて非常に参考になった。

・業務にどうやって活用できるかを考えて、AIをうまく使いたい。
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